
 

１ 日 時 平成２９年９月２２日（金） 

２ 学 年 第３学年 ７名 

３ 単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 児童観 

児童の資質能力の実態を把握するため，質問紙調査を行った。 

資質・能力 質問紙調査 
結果（人数） 

とても 

そう思う 

やや 

そう思う 

あまりそう 

思わない 

全くそう 

思わない 

主体性 

授業では，解決しようとする課題について「

なぜだろう。」「やってみたい。」と思いま

す。 

４ ３ ０ ０ 

論理的思考力 

授業では，自分の考えとその理由を明らかにし

て，相手に分かりやすく伝わるように発表を

工夫しています。 

１ ５ １ ０ 

自己理解 

学習の振り返りをするときには，「どこまで

分かったか。」「学習の方法でうまくいった

ことや失敗したことなどの理由」を考えてい

ます。 

２ ５ ０ ０ 

自らへの自信 

学習の振り返りをするときには，「もっと考

えてみたいこと」「もっと調べてみたいこと

」「もっと工夫してみたいこと」などを考え

ています。 

３ ４ ０ ０ 

 質問紙調査の結果から，本校の設定する資質能力に関しては，特に主体性や自らへの自信で肯定的な回答が

多く見られた。一方で論理的思考力については，自力解決で考えたことを元に相手に分かりやすく発表できる

算数 第３学年 神石高原町立来見小学校 
指導者  小田原 功  

     

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

 
「主体性」「論理的思考力」「自己理解」「自らへの自信」 

 

 本単元は，学習指導要領 A（３）の「乗法」を受けて設定したものであり，「ア ２位数や３位数に１位数

や２位数をかける乗法の仕方を考え，それらの計算が乗法九九などの基本的な計算を基にしてできることを

理解すること。また，その筆算の仕方について理解すること」を受けて設定したものである。 

 本単元の主な内容は，（何百・何十）✕（１位数）の計算を理解させ，さらには（２・３位数）✕（１位数）

の筆算の仕方についての理解を深めていくことである。筆算はかけ算九九に帰着するので，（２位数）✕（１

位数）の筆算の原理を十分理解し，これをもとに児童自らが（３位数）✕（１位数）の筆算の計算の仕方を

見いだしたり，意味を説明できたりできるようにする。 

 本単元の「単元をつらぬくアイディア（本質）」は，「１つ分（一・十・百のかたまり）がいくつ分」であ

るととらえる。かけ算の筆算は，一の位・十の位の数がそれぞれをいくつ分かを計算して表わした数である。 

 

かけ算の筆算マイスターになろう！ 

～ 一，十，百のかたまりを使って ～ 



ような場面を十分取り入れるなど工夫していく。 

また，本単元を学習する前に行ったレディネステストを行った。 

番号 内容 正答率 

１ 九九や簡単な１０✕１位数が計算できる。 ７５％ 

２ 繰り上がりのあるたし算や繰り下がりのあるひき算の計算ができる。 ７５％ 

 本学級の児童は，二年生で学習した九九は全員覚えており，簡単な１０✕１位数もできている。しかし，た

し算の暗算では，繰り上がりのある計算に課題のある児童もいる。 

５ 指導観 

指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

(1)主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・「挑戦状」というゲーム感覚で取り組むことのできる問題にすることで，子どもに「解決したい」「どう

したらいいんだろう」という意欲や疑問を持たせる。 

・既習事項を使えば解けそうだという見通しを持たせることで，主体的に学習に臨めるようにする。 

(2)振り返り場面の指導の工夫 

・自らの学びをふり返り，授業を通して分かったことや考えたこと，成長したことを発表させる。 

(３)児童の実態に合わせた指導の工夫 

・普段の授業のはじめの時間でフラッシュカードを使って，１位数＋２位数の暗算ができるようにくり返

し練習する。 

６ 単元で育てたい資質・能力および本単元の目標と評価規準 

＜本校で身に付けさせたい資質・能力＞ 

本校で身に付けさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算数科での児童の姿 

主体性 
 

自分で考えて行動する児童 課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿。 

 
論理的思考力 

根拠を明らかにして，理由を
つけて自分の意見を述べる児
童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，式・図・言葉を
相互に関連付けて表現する姿。 

 
自己理解 

 

自分の学習活動について自分
が出来ている事，出来ていな
い事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり，修正したりする姿。 

自らへの自信 
周囲との関わりを通して「自
分の良さ」に気付く児童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で他の児
童を納得させる姿。（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

＜単元で育てたい資質・能力と評価基準＞ 

資質 

能力 

評価規準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体 

性 

 

 

１けたをかけるかけ算の筆算

のしかたに関心を持ち，自分

で問題を解こうとしている。 

１けたかけるかけ算の筆算を既習事項

を使って表現している。 

１けたをかけるかけ算の筆算の問題を解く時

に，「１つ分のいくつ分」という考え方に気付

き，他の問題でも積極的に活用している。 

論理 

的思 

考力 

１けたをかけるかけ算の筆算

を式・図・言葉を使って表現

している。 

１けたをかけるかけ算の筆算を算数カ

ードを使ったり，友達の考えを使った

りして，分かりやすく表現している。 

「１つ分のいくつ分」という「単元をつらぬく

アイディア（本質）」を使って，本単元の全て

の問題，またパフォーマンス課題に取り組み，

日常生活の場面につなげて表現している。 

自己 

理解 

練り合いの場面で，友達の質

問に答えたり，友達に質問し

たりしている。 

練り合いの場面で，友達の質問に答え

たり，友達に質問したりする中で自分

や友達の考えの良さに気付き，間違っ

ていた場合は適切に修正している。 

練り合いの場面で，友達の質問に答えたり，友達に

質問したりする中で，どの考えも「単元をつらぬく

アイディア（本質）」につながっていることに気付き，

表現したり，修正したりすることができる。 



自ら 

への 

自信 

振り返りの場面で，自分が分

かったことを伝えている。 

振り返りの場面で，自分が分かったこ

とや，友達の考えの良さを伝えている。 

振り返りの場面で，自分が分かったことや，友

達の考えの良さを伝えるとともに，学習した

「一，十，百のいくつ分」の考えを実際の生活

場面で生かそうとしている。 

 

＜本単元の目標＞ 

・２，３位数✕１位数の計算を筆算ででき，また簡単な２位数✕１位数の計算を暗算でできる。 

＜本単元の評価規準＞ 

観点 評 価 規 準 

算数への関心・意欲・態度 2，3位数✕１位数の計算方法を考えようとする。 

数学的な考え方 2，3位数✕１位数の計算の仕方を 10や 100を単位として考えることができる。 

数量や図形についての技能 2，3位数✕1位数の計算を筆算や暗算でできる。 

数量や図形についての知

識・理解 
2，3位数✕1位数の計算の仕方を理解している。 

 

＜本校の振り返り場面での ICE ルーブリック＞ 

I（考え，基礎知識） C（つながり） E（応用，広がり） 

・授業で分かったことを言うことができ

る。 

・友達の考えを聞いて考えたことや新

しく分かったことを言うことができ

る。 

・授業を通して分かったことを，これ

からの学習や生活にいかそうとして

いる。 

 

７ 単元計画（１１時間） 

 

時 学習活動 
観点 

児童の思考の流れ 
評   価 

関 思 技 知 ◇評価規準 ★資質・能力(評価方法） 

１ 本時の目標：何十・何百✕１位数のかけ算を立式し，課題をつかむ。 

・買い物場面から，２０✕３，２０
０✕３を立式する。 

・計算の仕方を１０や１００を単位
にして考え説明する。 

 
 
 

○ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

・１こ２０円のあめ３個分だ
からかけ算になります。 

・２０✕３は１０が（２✕３
）と考えればよい。 

・２００✕３は１００が（２
✕３）と考えて計算すれば
よい。 

◇問題に興味をもち，どのように考えればよ
いか考えている。（行動観察） 

◇２０✕３や２００✕３の計算の仕方を考
え，絵，図，ことば，式などを用いて説明
できる。（行動観察，ノート） 

 
★課題解決に向けて自分の考えや意見を
進んで表現する姿。（行動観 
察，ノート）【主体性】 

２             ２位数✕１位数の式に表し，十進位取り記数法に従って計算することを理解する。 

・１２✕４を立式し，答えの見当を
つける。 

・計算の仕方を，１２を１０と２に
分けて考え，説明する。 

 
 

 
 
○ 
 

  
 

・１０本の４倍で４０本なの
で４０本よりも大きくな
ります。 

・１２は１０が1つ，１が2
つある。 

・１０が（１✕４）１が（２
✕４）で計算する。 

◇１２✕４の計算の仕方を考え説明することが
できる。(発言，行動観察) 

 
★課題解決に必要なことを理解して，筋
道を立てて考え，式・図・言葉を相互
に関連付けて表現する姿。（ノート）【
論理的思考力】 

３ 本時の目標：２位数✕１位数で繰り上がりのない場合の筆算の仕方を理解する。 

・前時の計算の仕方をもとに１２✕
４の筆算の仕方を考える。 

 
 
○  

 
 ・筆算の仕方は位をそろえて

書く。 
・一の位からじゅんに計算す
る。 

 
 

◇１２✕４の筆算の仕方を考え，理解するこ
とができる。（発言，ワークシート） 

 
★意見交流を通して「自分や友達の考え
の良さ」や「自分の誤り」に気付き，
表現したり修正したりする姿。（行動観
察，ノート）【自己理解】 

課題の設定 

情報の収集① 

情報の収集② 



４ 

 

 

 
本時の目標：一の位に繰り上がりが一回ある場合の筆算の仕方を考え，正しく筆算で計算することができる。 

・十の位に繰り上がった数の処理の
仕方を中心にして，２４✕３の筆
算の仕方を話し合う。 

 ○   ・２４は１０が二つ，１が四
つある。 

・２４✕３は，１０が（２✕
３）１が（４✕３）で計算
する。 

・十の位に１０を１つ繰り上
げる。 

◇一の位に繰り上がりが１回ある場合の筆
算の仕方を考え，説明し筆算が正しくでき
る。（発言・ノート） 

★意見交流を通して「自分や友達の考
えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり修正したりする姿。
（行動観察，ノート）【自己理解】 

５           
本時の目標：十の位に繰り上がりが１回ある場合の筆算の仕方を考え，正しく筆算で計算することができる。 

・３２✕４の筆算の仕方を話し合
う。 

 
 

 ○   ・３２✕４は，１０が（３✕
４）１が（２✕４）で計算
する。 

・百の位に１００を１つ繰り
上げる。 

◇十の位に繰り上がりが１回ある場合の筆
算の仕方を考え，説明し，筆算が正しくで
きる。(発言，ノート) 

★意見交流を通して「自分や友達の考
えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり修正したりする姿。
（行動観察，ノート）【自己理解】 

６          本時の目標：繰り上がりが２回ある場合の筆算を正しく計算することができる。 

・十の位や百の位に繰り上がった数
の処理の仕方を中心にして４３
✕６の筆算の仕方を話し合う。 

 
 
 
 

  ○  ・４３✕６は，１０が（４✕
６）１が（３✕６）で計算
する。 

・十の位に１０を１つ，百の
位に１００を２つ繰り上
げる。 

◇繰り上がりが２回ある場合の筆算の仕方を
考え，説明し，筆算が正しくできる。（発
言，ノート） 

★振り返りの場面でお互いの考えの
良さを伝える姿や自分の説明で他
の児童を納得させる姿。 

（行動観察，ノート）【自分への自信】 
 

７     本時の目標：2位数✕1位数の筆算を元にして3位数✕1位数の筆算の仕方を説明することができる。 

・単元課題を解く 

 
 
○ 
 

  
 
・筆算の仕方や10や100のま
とまりに注目し，繰り上が
りに気をつける。 

◇単元をつらぬくアイディア（本質）を使っ
て，単元課題を意欲的に考え，表現できて
いるか。（ノート，発表） 

★資質能力が全て発揮されている。
（行動観察・ノート） 

【主体性】【論理的思考力】 
【自己理解】【自らへの自信】 

８ 本時の目標：3位数✕１位数の繰り上がりのない場合の筆算の仕方を確認する。 

・２１２✕３の筆算の仕方を話し合
う。 

 
 
 

 

 
○   

 
・１の位から計算する。 
・２１２✕３は，１が（２✕
３），１０が（1✕３）１
００が（２✕３）で計算す
る。 

◇２１２✕３の筆算の仕方を説明し理解す
ることができる。（発言，ワークシート） 

★意見交流を通して「自分や友達の考
えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり修正したりする姿。
（行動観察，ノート）【自己理解】 

９         本時の目標：繰り上がりが3回ある場合の筆算の仕方を確認し，正しく筆算で計算することができる。 
 

・３８７✕４の筆算の仕方を話し合
う。 

 
 

 ○   ・３８７✕４は，１が（７✕
４），１０が（８✕４）１
００が（３✕４）で計算す
る。 

・十のくらいに１０を２つ，
百の位に１００を３つ繰
り上げる。 

 

◇繰り上がりが３回ある場合の筆算の仕方
を説明し，理解することができる。 
(発言，ノート) 

★意見交流を通して「自分や友達の考
えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり修正したりする姿。
（行動観察，ノート）【自己理解】 

10         本時の目標：空位のある筆算の仕方を確認し，正しく筆算で計算することができる。 

・４０６✕７の筆算の仕方を話し合
う。 

 
 

 ○   ・４０６✕７は，１が（６✕
７），１０が（０✕７）１
００が（４✕７）で計算す
る。 

・百の位に１００を４つ，繰
り上げる。 

◇空位のある場合の筆算の仕方を説明し，筆
算が正しくできる。(発言，ノート) 

★意見交流を通して「自分や友達の考
えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり修正したりする姿。
（行動観察，ノート）【自己理解】 

本 

時 

情報の収集③ 

 

情報の収集④ 
 

 

情報の収集➄ 
 

まとめ・表現① 

情報の収集➅ 

 

情報の収集➆ 
 

情報の収集⑧ 
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         本時の目標： 簡単な２位数✕１位数の暗算が正しくできる。 

・２３✕４の暗算の仕方を考える。 
 
 

 ○   ・２３✕４は，１０が（２✕
４）で８０，１が（３✕４
）を合わせて計算する。 

・十の位に１０を１つ繰り上
げる。 

◇簡単な２位数✕１位数の暗算の仕方を説
明し，筆算が正しくできる。(発言，ノー
ト) 

★意見交流を通して「自分や友達の考
えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり修正したりする姿。
（行動観察，ノート）【自己理解】 

12          本時の目標：２・３位数✕１位数の筆算を正しく計算できる。 
 

・２・３位数✕１位数の筆算の仕方
の理解を確認する。 

 
 
 
 

 ○  ○ ・１０のかたまり，１００の
かたまりを意識して筆算
する。 

◇さまざまな２・３位数✕１位数の筆算が正
しくできる。(ノート) 

★課題解決に必要なことを理解して，
筋道を立てて考え，式・図・言葉を
相互に関連付けて表現する姿。（ノ
ート）【論理的思考力】 

13       本時の目標：筆算の間違いをみつけ，理由を説明できる 

・単元課題を解く 

 
 
○ 
 

  ・１０，１００，１０００の
まとまりに注目し，繰り上
がりに気を付ける。 

◇単元をつらぬくアイディア（本質）を使っ
て，単元課題を意欲的に考え，表現できて
いる。（ノート，発表） 

★資質能力が全て発揮されている。
（行動観察・ノート） 

【主体性】【論理的思考力】 
【自己理解】【自らへの自信】 

14 本時の目標：パフォーマンス課題を分かりやすく説明することができる。 
 
 
 
・単元を貫く課題を解決する。 

 

 
 ○  

 
 ◇□にあてはまる数を見つけ，説明をす

ることができる。（発言・ノート） 
★単元をつらぬく課題を理解している。 
(ワークシート，発言【ふりかえり力】) 

 

先生は，ア，イとウの筆算を下のようにしました。先生の筆算は正しいですか，まちがいですか。そのわけ

を説明しましょう。また，間違っている筆算があれば，どうすれば正しくなるのか説明しましょう。 

 

 

 

 

９ パフォーマンスの評価基準 

 

１ ２ ３ 

・先生の筆算が正しいか，間違っ

ているかを言うことができる。 

・２けた✕１けた，３けた✕１け

たのかけ算の筆算を単元をつら

ぬくアイディア（本質）を活用

し，正しい筆算と間違っている

筆算を説明することができる。  

・２けた✕１けた，３けた✕１け

たのかけ算の筆算を単元をつら

ぬくアイディア（本質）を活用

し，正しい筆算と間違っている

筆算を説明し，間違っている筆

算を正しいものに修正すること

ができる。 

 

 

８ パフォーマンス課題 

まとめ・創造・表現 

パフォーマンス課題 

整理・分析① 

 

整理・分析② 

 

まとめ・表現② 

 ２６ 

✕ ４ 

８２４ 

 ３２６ 

✕  ３ 

 ９６８ 

イ

  

ア  ５２３ 

✕  ４ 

２０９２ 

ウ

  



10 本時の展開 

（１） 本時の目標 
２位数✕１位数の筆算の仕方を元にして，３位数✕１位数の筆算の仕方を説明することができる。 

（２） 準備物 
      お金の模型 
（３）本時の展開 
学習
活動 

主な発問と児童の反応予想 
指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価規準 
（評価方法） 

１ 
つ 
か 
む 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
さ 
ぐ 
る 
⑩ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 本時の課題を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 自力解決 
ア 答えは 
２４９２です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 分からない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・前時までの復習をさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
・３けた✕１けたの筆算だと
いうことを児童から出さ
せ，３けた✕１けたの筆算
をといていくことを確認す
る。 

・自分の考えを式・操作・言
葉を用いて分かりやすくノ
ートに書かせる。 

 
 
・考えが書けない児童には机
間指導を行い，助言する。 

 どの位から計算するのか繰
り上がりはあるのかどうか
を考えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単元課題） 

 ミスター来見からのちょうせんじょう 

 

この問題ができるかな？ 

答えだけじゃなくて，図や 

言葉も使って説明してほし 

い。 

できたら，すぐに教えてほしい。 

教えてくれた子供には，私の正体を教えま

す。待っておるぞ！     

ミスター来見より 

〇児童が「解きたい。」と思えるよう

な単元課題の提示をする。 

（写真や映像，実際に行う活動など） 

○主体的な学び 

・情報の提示の仕方

を工夫すること

で，児童が興味・

関心をもって学

習できるように

する。 

 ６２３ 

✕  ４ 

 

   ６ ２ ３ 

✕     ４ 

 

 

 

 

 

 ２ ４ ９ ２ 

①
を
２
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⑩
を
１
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⑩
を
８
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⑩
を
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百
を
２
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（４）板書計画 

 

 

 

３ 
練 
り 
合 
う 
○25  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
振 
り 
返 
り 
⑤ 

３ 考えたことをもとに，話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 振り返りをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単元をつらぬくア

イディアを基に自

分の考えを操作，

言葉，式をつなげ

て説明することが

できている。 

【論理的思考力】 

（行動観察,ノート） 

〇ノートに書いた自分の考えを，言語技術

を用いて，分かっていることと求めるこ

とを明確にして式・図・言葉で友達に分

かりやすく説明し，意見を交流する。 

答えは２４９２です。 
①筆算は一の位から計算します。（３✕４）
で 12 で一の位に①を 12こ置きます。 

②一の位に①を 10 こ置けないので，十の
位に⑩を 1こ置きます。 

③次に十の位を計算します。⑩が（２✕４）
で８になり，⑩を８こ置きます。 

④次に，百の位を計算します。百が（６✕
４）で，24で，百の位に 24 こ置きます。 

⑤百の位に百を 10 こ置けないので，千の
位に千を２こ繰り上げます。 

⑥それを合わせると 2492になります。 

〇対話的で深い学び合い 

（練り合いの充実） 

・ノートに書いた自分の考えや友達の意見

を参考にして，全体の場で自信を持って

発表させる。 

・練り合いの場面では，「単元をつらぬく

アイディア（本質）はどこか。」「どこま

でが分かって，どこからが分からないの

か。」を意識して友達の発表を聞くよう

に指導する。 

・疑問や補足に加えて，意見交流の中から

算数の本質に迫るようにさせる。 

○ICE ルーブリックを活用して，本時

の授業を振り返る。 

C：私は，今日の授業を受けて，２け

た✕１けたの計算の仕方と同じよ

うに考えたらいいことが分かりま

した。 

○深い学び合い 

（振り返りの充実） 

・ICE ルーブリックを活用して本時の

授業を振り返り，自己の成長やでき

るようになったことを表現させる。 


